
　

一
九
九
〇
年
代
、
中
国
で
パ
ン
ダ
の

「
保
護
神
」
と
し
て
著
名
に
な
っ
た
北

京
大
学
生
命
科
学
院
の
潘
文
石
教
授
は

現
在
、
広
西
省
チ
ワ
ン
族
自
治
区
祟
左

県
に
お
け
る
「
白
頭
葉
猿
」（
シ
ロ
ア

タ
マ
ラ
ン
グ
ー
ル
）
の
保
護
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
。
潘
教
授
の
絶
滅
危
惧
動

物
の
保
護
・
研
究
の
軌
跡
は
、
中
国
に

お
け
る
社
会
参
加
と
環
境
保
護
の
紆
余

曲
折
の
歴
史
を
表
し
て
い
る
。

一
．�

行
政
命
令
型
保
護
―
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
パ
ン
ダ
―

　

一
九
八
〇
年
、
海
外
の
科
学
者
が
世

界
自
然
保
護
基
金
の
資
金
援
助
を
受
け

て
、
既
に
一
九
六
三
年
に
設
立
さ
れ
て

い
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
保
護
区

を
訪
問
し
、
絶
滅
危
惧
動
物
で
あ
る

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
保
護
・
研
究

に
参
加
し
た
。
潘
文
石
教
授
は
青
年
期

の
夢
を
か
な
え
る
た
め
、
既
に
成
果
が

出
て
い
た
病
毒
学
の
研
究
を
放
棄
し
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
研
究
と
保
護

の
隊
列
の
な
か
に
飛
び
込
ん
だ
。
共
同

研
究
の
過
程
で
潘
教
授
は
一
九
八
四
年

秋
に
中
国
中
部
の
秦
嶺
山
脈
に
入
り
、

独
自
の
研
究
・
保
護
を
始
め
た
。

　

一
〇
年
余
り
の
野
外
研
究
を
経
て
、

潘
教
授
の
チ
ー
ム
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ

ン
ダ
を
現
地
に
お
け
る
生
物
群
集
の
フ

ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
種
で
あ
る
と
確
定
し
、

「
秦
嶺
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
生

存
は
自
然
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
我
々

の
愛
護
と
管
理
」
が
重
要
と
考
え
た

（
参
考
文
献
①
）。
こ
の
研
究
成
果
に

よ
っ
て
潘
教
授
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン

ダ
の
保
護
に
関
す
る
様
々
な
論
争
に
対

応
し
た
。
竹
の
開
花
が
も
た
ら
す
危
機

か
ら
沸
き
起
こ
っ
た
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

パ
ン
ダ
を
救
え
」
と
い
う
議
論
の
な
か

で
、
一
部
の
権
威
あ
る
学
者
は
ク
ロ
ー

ン
技
術
に
よ
っ
て
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン

ダ
の
数
を
増
や
す
と
い
う
提
案
を
し
た

り
、
生
息
の
核
心
地
域
に
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
パ
ン
ダ
飼
養
場
を
建
設
す
る
提
案
を

し
た
り
し
た
。
潘
教
授
は
野
生
の
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
飼
養
に
断
固
と
し

て
反
対
し
、「
あ
る
生
物
種
を
救
う
最

善
の
方
法
は
そ
れ
が
生
息
す
る
生
物
群

集
の
全
体
性
、
安
定
性
お
よ
び
種
内
の

遺
伝
子
多
様
性
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
主
張
し
た
。

　

秦
嶺
地
域
の
森
林
を
管
理
す
る
機
構

は
長
青
林
業
局
で
あ
る
。
同
林
業
局
は

森
林
工
業
企
業
で
あ
る
が
、
一
九
八
〇

年
に
「
栽
培
と
育
成
」
を
共
に
進
め
る

政
策
を
行
い
森
林
お
よ
び
生
物
多
様
性

が
保
護
さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
八
年
、

潘
教
授
ら
は
、
長
青
林
業
の
年
伐
採
量

を
森
林
の
成
長
量
よ
り
小
さ
く
管
理
で

き
る
限
り
に
お
い
て
「
伐
採
、
育
成
、

選
択
、
間
伐
」
に
よ
る
生
産
を
推
進
す

る
と
い
う
措
置
を
提
案
し
、
同
局
二
四

〇
〇
名
の
正
職
員
お
よ
び
六
〇
〇
名
の

臨
時
労
働
者
に
就
業
機
会
を
提
供
し
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
生
存
空
間
を

確
保
し
た
（
参
考
文
献
②
）。
当
時
、

教
授
と
林
業
局
の
関
係
は
良
好
で
あ

り
、
教
授
の
活
動
は
林
業
局
幹
部
や
職

員
労
働
者
か
ら
理
解
を
得
て
い
た
。

　

し
か
し
、
一
九
九
二
年
以
降
、
長
青

林
業
局
は
、
伐
採
を
加
速
さ
せ
、
皆か
い

伐ば
つ

後
に
速
成
量
産
樹
種
を
植
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

パ
ン
ダ
の
生
息
環
境
は
急
激
に
悪
化
し

た
。
こ
れ
は
一
九
九
二
年
の
鄧
小
平
の

「
南
巡
講
話
」
の
後
に
中
国
各
地
で
み

ら
れ
た
成
長
過
熱
と
密
接
な
関
係
が
あ

る
。
潘
教
授
は
現
地
の
人
達
の
豊
か
さ

を
求
め
る
衝
動
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
も
の
の
、
黙
っ
て
パ
ン
ダ
の

生
息
地
が
消
失
す
る
の
を
み
て
い
ら
れ

な
か
っ
た
。
潘
教
授
の
研
究
チ
ー
ム
は

内
外
の
科
学
者
と
連
名
で
国
務
院
指
導

層
に
手
紙
を
書
き
、「
秦
嶺
で
現
在
発

生
し
て
い
る
生
態
危
機
と
そ
れ
を
回
避

す
る
た
め
の
方
法
提
案
」
を
行
っ
た
。

朱
鎔
基
副
総
理
（
当
時
）
は
、「
直
ち

に
伐
採
を
停
止
し
、
職
員
労
働
者
は
生

産
方
法
を
転
換
し
、
新
た
な
自
然
保
護

区
を
建
設
せ
よ
」
と
の
指
示
を
行
っ

た
。
一
九
九
四
年
七
月
一
日
、
潘
教
授

と
長
年
協
力
し
て
き
た
長
青
林
業
局
は

生
産
転
換
を
行
い
、
管
轄
林
区
に
お
い

て
伐
採
を
全
面
的
に
停
止
し
、
管
轄
区

は
自
然
保
護
区
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

当
時
の
職
員
労
働
者
は
こ
の
措
置
に
納

包
　
茂
紅

行
政
命
令
型
保
護
か
ら
参
加
型
保
護
へ

― 
潘
文
石
教
授
に
よ
る
中
国
的
自
然
保
護
の
模
索 

―

特 

集 

生
態
危
機
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

― 

フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

―

13 アジ研ワールド・トレンド No.214 （2013. 7）



得
せ
ず
、
彼
ら
は
潘
教
授
へ
の
恨
み
か

ら
、
科
学
研
究
装
置
を
略
奪
し
た
た

め
、
潘
教
授
ら
は
長
年
活
動
を
行
っ
て

き
た
研
究
基
地
か
ら
撤
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
潘
教
授
は
「
私
は
一
体
人
々

の
た
め
に
良
い
事
を
行
っ
て
き
た
の
か

悪
い
事
を
行
っ
て
き
た
の
か
」
と
問
い

始
め
た
。

　

潘
教
授
の
秦
嶺
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン

ダ
の
実
践
は
自
ら
長
年
研
究
し
て
き
た

科
学
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
い
る
も
の

の
、
彼
が
後
に
と
っ
た
の
は
基
本
的
に

自
ら
の
コ
ネ
を
通
し
て
国
家
に
行
政
命

令
を
下
さ
せ
て
保
護
を
す
る
と
い
う
や

り
方
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
現
地

の
職
員
労
働
者
の
切
実
な
利
益
を
考
慮

し
な
か
っ
た
た
め
専
門
家
と
現
地
の

人
々
と
の
間
に
対
立
が
生
じ
た
。
こ
の

対
立
は
五
年
後
に
現
地
の
人
々
が
徐
々

に
保
護
区
か
ら
利
益
を
得
る
よ
う
に

な
っ
て
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
大
き
な

教
訓
が
残
さ
れ
た
。

二
．
参
加
型
保
護
―
白
頭
葉
猿
―

　

一
九
九
六
年
一
一
月
、
秦
嶺
を
離
れ

た
潘
文
石
教
授
率
い
る
研
究
チ
ー
ム
は

広
西
祟
左
に
赴
き
、
中
国
固
有
の
霊
長

類
か
つ
絶
滅
危
惧
動
物
で
あ
る
白
頭
葉

猿
（
シ
ロ
ア
タ
マ
ラ
ン
グ
ー
ル
）
に
関

す
る
保
護
・
研
究
を
開
始
し
た
。
一
九

七
〇
年
代
末
に
シ
ロ
ア
タ
マ
ラ
ン
グ
ー

ル
は
既
に
国
家
一
級
保
護
動
物
に
指
定

さ
れ
、
保
護
区
が
設
置
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
生
息
面
積
は
大
き
く
減
少

し
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。
潘

教
授
は
秦
嶺
に
お
け
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

パ
ン
ダ
保
護
の
経
験
と
教
訓
を
基
に
し

て
、
現
地
の
社
会
経
済
発
展
状
況
を
十

分
考
慮
し
な
が
ら
、
新
た
な
保
護
の
考

え
方
を
提
案
し
た
。

　

改
革
開
放
以
降
、
山
の
恵
み
で
生
計

を
た
て
て
い
た
現
地
の
人
々
は
、
豊
か

さ
を
求
め
て
農
地
の
開
墾
を
行
い
、
自

然
か
ら
過
度
の
収
奪
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。
比
較
的
勾
配
の
小
さ
い
谷
筋

に
は
甘
蔗
や
経
済
林
を
植
え
、
比
較
的

険
し
い
山
間
の
窪
地
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
落
花
生
を
植
え
、
植
え
付
け
困
難

な
山
地
か
ら
は
漢
方
薬
を
採
取
し
た
り

柴
を
刈
っ
た
り
し
た
。
こ
う
し
た
一
連

の
経
済
活
動
は
シ
ロ
ア
タ
マ
ラ
ン
グ
ー

ル
の
植
物
利
用
の
大
き
な
妨
げ
と
な
っ

た
。
農
業
が
山
地
深
く
に
入
る
に
従

い
、
村
落
と
道
路
が
拓
け
る
よ
う
に
な

り
、
シ
ロ
ア
タ
マ
ラ
ン
グ
ー
ル
の
生
息

地
が
分
断
さ
れ
て
陸
の
孤
島
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
シ
ロ
ア
タ
マ
ラ
ン
グ
ー

ル
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
と
と

も
に
、
そ
の
骨
、
肉
、
肝
臓
、
毛
は

様
々
な
薬
効
が
あ
る
と
さ
れ
密
猟
が
絶

え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
合
理
な

経
済
活
動
と
人
と
自
然
の
関
係
に
対
す

る
誤
っ
た
認
識
に
よ
っ
て
、
シ
ロ
ア
タ

マ
ラ
ン
グ
ー
ル
は
絶
滅
の
危
機
に
追
い

つ
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
潘
教
授
は
現
地
の

人
々
を
保
護
計
画
に
参
加
さ
せ
、
彼
ら

が
現
実
に
求
め
る
生
活
の
豊
か
さ
の
問

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
自
ら
シ
ロ
ア
タ

マ
ラ
ン
グ
ー
ル
を
保
護
で
き
る
よ
う
、

彼
ら
の
生
態
倫
理
観
を
徐
々
に
転
換
し

て
い
く
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
。「
純

粋
科
学
研
究
の
観
点
か
ら
保
護
す
る
」

方
法
か
ら
「
生
態
危
機
を
根
本
的
に
解

決
す
る
」
方
法
へ
の
転
換
で
あ
る
。
一

九
九
八
年
、
祟
左
県
政
府
が
シ
ロ
ア
タ

マ
ラ
ン
グ
ー
ル
の
生
息
地
域
で
あ
る
雷

寨
村
に
清
浄
な
飲
料
水
の
供
給
シ
ス
テ

ム
に
補
助
を
行
う
よ
う
促
し
た
。
二
〇

〇
〇
年
、
あ
る
ア
メ
リ
カ
籍
華
人
の
寄

付
に
よ
り
村
の
小
学
校
に
延
べ
六
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
の
教
室
を
設
置
し
た
。

同
年
九
月
、
保
護
区
内
あ
る
い
は
付
近

の
村
落
で
メ
タ
ン
ガ
ス
発
酵
設
備
の
設

置
を
開
始
し
た
。
二
〇
〇
三
年
、
無
償

で
婦
人
病
の
検
査
を
実
施
し
た
。
二
〇

〇
五
年
一
〇
月
、
保
護
区
付
近
で
小
規

模
な
村
営
病
院
を
建
設
し
た
。
ま
た
生

態
保
護
と
周
辺
地
域
住
民
の
生
活
の
質

向
上
を
両
立
で
き
る
よ
う
な
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
計
画
を
作
成
し
、
祟
左
生
態
公

園
を
建
設
し
た
。

　

こ
う
し
た
現
地
の
人
々
に
寄
り
添
っ

た
方
策
に
よ
っ
て
彼
ら
の
要
求
に
報
い

る
こ
と
が
で
き
た
。
住
民
達
は
密
猟
を

止
め
る
と
と
も
に
、
密
猟
人
の
通
報
を

積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た

自
主
的
に
耕
地
を
放
棄
す
る
よ
う
お
互

い
呼
び
か
け
た
。
一
六
年
の
努
力
を
経

て
、
現
地
の
人
々
の
生
活
水
準
が
向
上

し
、
祟
左
基
地
の
シ
ロ
ア
タ
マ
ラ
ン

グ
ー
ル
の
個
体
数
は
一
九
九
七
年
の
一

〇
〇
頭
足
ら
ず
か
ら
現
在
は
七
〇
〇
頭

余
り
に
ま
で
増
加
し
た
。

　

潘
教
授
に
よ
る
祟
左
で
の
実
践
が
示

す
よ
う
に
、
保
全
生
態
学
は
純
粋
な
自

然
科
学
の
研
究
領
域
で
は
な
く
、
歴
史

学
、
社
会
学
、
経
済
学
等
の
人
文
社
会

科
学
と
交
差
す
る
研
究
・
実
践
領
域
で

あ
る
。
科
学
者
が
現
地
の
人
々
と
協
力

し
、
現
地
の
人
々
が
自
ら
進
ん
で
保
護

に
参
加
し
て
は
じ
め
て
、
シ
ロ
ア
タ
マ

ラ
ン
グ
ー
ル
と
現
地
の
人
々
が
共
に
持

続
可
能
な
発
展
の
未
来
を
展
望
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

（B
ao

 M
ao

h
o
n
g

／
北
京
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＝
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健
司
）
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